
 

 

 

 

 

 ５月８日に計画してい

た第１回「一学部・春の

校外学習」が雨天のため

延期となり、５月２９日

に煙樹ヶ浜へ校外学習に

行ってきました。 

 少し曇り空でしたが、

そのことがかえって日差

しを柔らかくしていて、過ごしやすく色々な発見のある校外学習となりました。 

５月２２日（火）に、一学部・

二学部合同で『合同体育会』を開

催しました。「聖火入場」に始ま

り、「ボール運び」など、短い時

間でしたがたくさんの競技に取

り組みました。一学部の登校生

は病棟のみんながつくった「み

はまの花」を探し出すこともで

きました。また、保護者の皆様も

多数来校していただき、ありがとうございました。 

２５日（金）に、『第１回全校集会』を開催しました。全

員の自己紹介に続いて、グループごとに分かれて交流を深

めました。初めは少し遠慮がちでしたが、次第にお互いを認

めることができ、一気に距離感を縮めることができました。 

みんなで「オーガンジー

バルーン」をする頃には、

やりとりを楽しみながら

時間を共有できていまし

た。 

『なかま』を意識できた

一日となりました。 
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今年度より、地方教育行政の組織及び運営に関する法律・第47条の６第１項の規定に 

基づき、和歌山県教育委員会の所管に属する学校ごとに、当該学校の運営及び当該運営へ 

の必要な支援に関して協議する機関として、学校運営協議会（コミュニティスクール）を 

組織していくこととなり、本校においてもさる5月２２日（火）「平成３０年度学校運営 

協議会の設立会及び第1回運営協議会」を開催しました。 

本校の松下校長を含めた以下の6名の出席のもと、会長の選出と学校基本方針の承認、 

本校の現状と課題について意見交換を行いました。特に、本校の地域における様々な教育 

支援に関するセンター的機能の果たしている現状と、県下で唯一の病弱特別支援学校に求 

められている課題について、様々な立場から意見をいただくことができました。また、こ 

の会に日高教育支援事務所の榎本所長他2名の方々も見学に来られ、有意義な議論を見て 

いただくこともできました。 

次回は7月１０日（火）に開催し、実際の児童生徒の授業の様子などを見てもらう中で 

、より具体的な本校の運営方針を見つけていきたいと考えています。 

 

平成３０年度和歌山県立みはま支援学校運営協議会 委員 

 委員 赤松 正敏 （本校元職員・本校スクールカウンセラー） 【会長】 

 委員 髙垣 千恵 （重症心身障害児者を守る会和歌山県支部支部長）   

 委員 川久保幸代 （国立病院機構和歌山病院療育指導室長）       

 委員 土井 淳司 （美浜町立松洋中学校長）              

 委員 船代 悦子 （本校ＰＴＡ会長）                 

 委員 松下 幸嗣 （本校校長） 【副会長】              

 

              以上 6名の委員で平成30年度を運営します。 


